
基礎土止用材
パイプルーフ用鋼管
日本製鉄では、推進施工を円滑に進めるために特殊継手（ジョイント）を
使用した新タイプのパイプルーフ用鋼管を開発しました。
継手は基本的な6種類を開発しており、これらの継手を組み合わせる事によ
り多種類のパイプ間隔に対応する事ができます。

特長
１．独自の熱押継手を使用
推進工法用に設計した独自の熱押製法による特殊な継手を使用し
ています。

２．施工性・止水性が優位
継手接合部の遊間が小さいため、砂礫などが噛みにくく精度良く
施工できます。また止水性にも優れています。

３．各種パイプ間隔が選択可能 
各種外径の鋼管に対応が可能で6種類の継手を組み合わせる事に
より、種々のパイプ間隔が選択できます。

鋼管杭

熱押し継手の形状

パイプルーフの種類
型　 材 質　

公称寸法
mm

(継手記号)
質 量
kɡ/m

オス型 SS400   28×30  3.92
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継手記号
28×30　　　54×34
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継手記号
30×30　　   65×56

5649

63.4
44.8

1728

継手記号
48×49　　   65×56

73
39

82.7
50

22
37

継手記号
50×39　　   85×73

メス型 SS400   54×34  7.41

オス型 SS400   30×30  4.06

メス型 SS400   65×56  8.99

オス型 SS400   48×49  6.77

メス型 SS400   65×56  8.99

オス型 SS400 90×82.2 16.00

オス型 SS400 90×83.2 17.70

オス型 SS400 67×62.5 12.00

メス型 SS400   72×45 10.90

オス型 SS400   50×39  7.05

メス型 SS400   85×73 15.40
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熱押継手の形状
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9090

83.282.2

37

継手記号
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ご注意とお願い
本資料に記載された技術情報は、製品の代表的な特性や性能を説明するものであり、「規格」の規定事項として明記したもの以外は、保証を意味するものではありません。本資
料に記載されている情報の誤った使用または不適切な使用等によって生じた損害につきましては責任を負いかねますので、ご了承ください。また、これらの情報は、今後予告
なしに変更される場合がありますので、最新の情報については、担当部署にお問い合せください。本資料に記載された内容の無断転載や複写はご遠慮ください。本資料に記載
された製品または役務の名称は、当社および当社の関連会社の商標または登録商標、あるいは、当社および当社の関連会社が使用を許諾された第三者の商標または登録商標です。
その他の製品または役務の名称は、それぞれ保有者の商標または登録商標です。
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基礎土止用材
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鋼管杭
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突起付き鋼管
突起付き鋼管は、スパイラル条の突起を持ちコンクリートや地盤改
良体などとの付着強度がすぐれているため、鋼管とコンクリートの
合成構造や地盤改良体の心材として活用できます。

特長
1）コンクリートや地盤改良体との付着強度が大です。
2）突起付き鋼管を用いた鋼管コンクリート構造体や地盤改良との
合成体は他の構造部材に比べてより高い曲げ抵抗、変形抵抗、
靱性を期待することができます。

3）鋼管およびコンクリート単体として設計する場合に比べて経済
的に優れた設計ができます。

4）突起付き鋼管はTB杭（耐震場所打ち杭）、ガンテツパイル®（鋼
管ソイルセメント杭）などに適用できます。

材質・規格
製品仕様・製造方法
（1）製品仕様
突起付き鋼管の製品仕様を表1及び表2に示します。
表1　突起付き鋼管の製品仕様

表2　突起仕様 
（外径により事前協議を要する場合があります）

外　径
板　厚

SKK400, SKK490
700mm～2500mm
9mm～22mm

規　格

突起幅（B）

突起間隔（L）

2.5mm以上
4mm以上、20mm以下
30mm以上、40mm以下。
ただし、スパイラルシーム溶接部を挟んだ突起間隔（L’）
については、230mm以下とする。

突起高さ（h）

突起方向角度（θ） 40度以下

許　容　差項　目
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工場取り付けストッパー
個数N

6

ルート間隔
保持ビード　
80－個数N
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T
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注）ルート間隔保持ビートに変えてスペーサーを
　　用いてもよい。
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